
青
春
は
異
国
の
丘
　 

千
葉
県
　
石
井
利
　 

思
い
浮
か
べ
れ
ば
、
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
、
海
空
軍
真

珠
湾
攻
撃
に
よ
り
米
英
に
宣
戦
布
告
、
太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
、

そ
の
十
日
、
現
役
兵
と
し
て
東
京
麻
布
連
隊
に
入
隊
。
出
陣
準

備
を
し
て
、
間
も
な
く
北
支
に
渡
り
、
北
支
派
遣
軍
と
し
て
軍

事
教
育
を
受
け
な
が
ら
討
伐
作
戦
に
当
た
り
、
各
地
を
転
戦
、

駐
屯
一
年
有
余
。
十
九
年
四
月
満
州
錦
州
に
転
出
。
部
隊
は
大

陸
縦
断
作
戦
に
出
発
し
た
が
、
私
は
残
務
の
教
育
係
と
し
て
残

る
。二

十
年
春
、
東
部
国
境
警
備
隊
に
転
属
、
ソ
連
機
動
隊
に
備

え
壕
掘
り
な
ど
を
す
る
も
、
八
月
九
日
夜
半
、
ソ
連
軍
の
侵
攻

に
よ
り
全
線
で
戦
闘
と
な
る
。
敵
は
す
で
に
機
動
隊
で
侵
入
、

部
隊
転
出
は
で
き
ず
戦
車
と
交
戦
、
約
半
日
戦
闘
し
た
。
敵
は

大
部
隊
で
、

破
壊
し
て
も
次
か
ら
次
へ
と
続
き
進
撃
し
て
き
た
。

幸
い
に
山
の
中
腹
に
日
本
野
砲
陣
地
が
あ
っ
て
援
護
射
撃
を
し

て
く
れ
た
の
で
、
戦
車
と
交
戦
中
何
と
か
退
却
し
た
。

八
月
十
七
日
、
二
日
遅
れ
て
停
戦
命
令
を
受
け
た
。
双
方
と

も
雷
の
よ
う
な
戦
闘
も
静
ま
り
、
九
死
に
一
生
を
得
た
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
多
数
戦
友
を
失
い
残
念
で
た
ま
ら
な
い
。

そ
の
後
、
要
所
要
所
に
集
結
し
た
。
日
本
人
は
戦
い
を
や
め

日
本
に
帰
国
す
る
の
だ
と
言
わ
れ
、
数
日
間
移
動
し
た
。
到
着

し
た
と
こ
ろ
は
海
の
見
え
る
港
で
、
約
十
日
ぐ
ら
い
そ
こ
で
船

を
待
っ
た
。
船
は
な
か
な
か
来
ず
、
や
が
て
貨
車
が
着
き
、
そ

れ
に
乗
せ
ら
れ
た
。
貨
車
は
北
方
へ
と
広
野
を
走
り
続
け
た
。

十
数
日
間
走
り
続
け
て
着
い
た
と
こ
ろ
は
、
後
で
聞
く
と
こ
ろ

に
よ
る
と
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
で
は
内

地
に
帰
れ
な
い
。
死
ね
ば
皆
が
一
緒
だ
と
覚
悟
を
し
た
。

貨
車
に
は
荷
物
の
ご
と
く
詰
め
ら
れ
、
食
糧
は
少
な
く
悪
く
、

そ
の
上
水
も
悪
く
、
多
く
の
病
人
が
出
た
。
日
が
た
つ
に
つ
れ

多
く
の
死
亡
者
が
続
出
し
た
。
ソ
連
は
、
私
た
ち
を
戦
後
の
復

興
と
あ
ら
ゆ
る
雑
役
作
業
を
や
ら
せ
よ
う
と
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ

て
き
た
も
の
の
、
病
人
が
多
く
役
に
立
た
な
い
と
思
い
、
ま
た

貨
車
で
満
州
領
内
に
引
き
戻
し
た
の
で
あ
る
。

約
一
カ
月
間
、
車
内
の
生
活
で
あ
っ
た
。
牡
丹
江
に
着
き
、



仮
病
院
に
入
院
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
丈
夫
な
人
は
作
業

員
と
し
て
、
燃
料
や
食
糧
運
び
を
は
じ
め
、
貨
車
の
物
資
積
み

に
毎
日
労
働
さ
せ
ら
れ
た
。

翌
二
十
一
年
の
春
四
月
、
ま
た
健
康
に
な
っ
た
人
た
ち
を
も

っ
て
大
隊
を
編
成
し
、
再
び
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の

で
あ
る
。
着
い
た
と
こ
ろ
が
ウ
オ
ロ
シ
ロ
フ
市
と
い
う
所
で
、

自
動
車
部
品
工
場
で
あ
っ
た
。
作
業
は
資
材
運
び
や
雑
役
、
鋳

物
工
場
、
旋
盤
機
扱
い
な
ど
い
ろ
い
ろ
分
担
さ
せ
ら
れ
た
。
私

は
丈
夫
だ
っ
た
の
で
重
労
働
の
鉄
割
り
作
業
を
や
っ
た
。
こ
れ

は
鉄
を
ハ
ン
マ
ー
で
三
十
セ
ン
チ
角
の
大
き
さ
に
割
る
も
の
で
、

ノ
ル
マ
は
一
日
四
ト
ン
で
あ
っ
た
。
ノ
ル
マ
が
完
遂
さ
れ
な
け

れ
ば
、
帰
さ
な
い
、
休
ま
せ
な
い
、
食
べ
さ
せ
な
い
の
毎
日
で

あ
り
、
特
別
重
労
働
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
特
別
食
の
給
与
で
な

け
れ
ば
仕
事
が
で
き
な
い
旨
申
し
出
て
、
特
別
給
与
を
受
け
、

つ
ら
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
の
中
で
だ
れ
か
が
や
ら
な
け

れ
ば
と
頑
張
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
半
年
続
け
交
代
し
て
も
ら
い
、
そ
の
後
は
炊
事
勤
務

で
、
約
二
百
五
十
人
の
食
事
を
三
人
で
つ
く
る
大
変
忙
し
い
毎

日
で
あ
っ
た
。
班
長
と
し
て
責
任
を
持
た
さ
れ
、
量
は
少
な
く
、

そ
れ
に
限
ら
れ
た
品
で
毎
日
献
立
を
変
え
、
普
通
、
朝
は
量
が

少
な
い
た
め
に
お
か
ゆ
で
、

昼
は
黒
パ
ン
一
キ
ロ
の
八
分
の
一
、

夕
は
一
杯
の
米
飯
又
は
大
豆
、
コ
ウ
リ
ャ
ン
飯
、
副
食
野
菜
は

乾
物
で
あ
り
、
す
べ
て
塩
だ
け
の
味
付
け
で
あ
っ
た
。
一
年
間

炊
事
を
や
り
、
そ
の
後
雑
作
業
で
、
自
動
車
の
助
手
で
あ
っ
た
。

農
場
に
も
行
き
、
野
菜
の
収
穫
や
馬
鈴
薯
掘
り
で
あ
っ
た
。

ソ
連
人
は
一
般
に
教
育
程
度
が
低
く
不
器
用
で
、
工
場
の
製

品
も
出
来
上
が
り
が
悪
く
不
合
格
品
を
多
く
出
す
の
で
、
工
場

成
績
は
不
振
で
残
念
が
っ
て
い
た
。
そ
の
後
日
本
人
に
作
業
を

任
せ
、
工
場
の
工
員
が
私
た
ち
の
指
示
で
働
く
よ
う
に
な
る
と

成
績
が
上
が
り
、
製
品
合
格
も
多
く
な
っ
た
。
工
場
長
初
め
幹

部
は
大
喜
び
、
工
場
の
格
も
上
が
り
、
私
た
ち
の
発
言
も
強
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
に
帰
る
と
き
は
、
人
員
が
あ
れ
ば
よ

い
だ
ろ
う
か
ら
ソ
連
人
を
連
れ
て
行
け
、
お
前
た
ち
は
ソ
連
に

定
住
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

長
い
長
い
捕
虜
生
活
で
、
毎
日
祖
国
を
思
い
浮
か
べ
、
ま
た

亡
き
戦
友
を
思
い
、
さ
び
し
い
毎
日
で
あ
っ
た
。
や
が
て
地
方

人
の
話
に
よ
る
と
、
日
本
人
は
近
い
う
ち
に
東
京
へ
帰
れ
る
と

の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
え
ら
れ
、
皆
で
喜
び
、
生
き
て
い
た
甲
斐
が



あ
っ
た
と
思
っ
た
。
い
つ
私
た
ち
の
番
が
来
る
か
と
毎
日
が
非

常
に
長
く
、
元
気
を
つ
け
励
ま
し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
た
。

二
十
三
年
九
月
に
「
ヤ
ポ
ン
ス
キ
ー
、
東
京
ダ
モ
イ
」
と
軍

部
よ
り
使
者
が
あ
り
、
喜
び
で
胸
一
杯
に
な
っ
た
。
ウ
オ
ロ
シ

ロ
フ
駅
よ
り
貨
車
に
乗
り
、
二
日
た
っ
て
ナ
ホ
ト
カ
港
に
着
い

た
。
数
日
し
て
汽
船
が
入
港
、
乗
り
込
み
、
懐
か
し
い
日
本
の

国
に
七
年
ぶ
り
、
祖
国
の
土
を
踏
ん
だ
の
で
あ
る
。

日
本
の
美
し
い
自
然
の
光
景
は
何
と
も
言
え
ず
、
涙
で
い
っ

ぱ
い
で
あ
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
検
査
と
手
続
を
済
ま
せ
、
す
べ

て
懐
か
し
い
復
員
列
車
で
故
郷
へ
走
っ
た
。
途
中
、
婦
人
会
の

接
待
を
受
け
、
そ
の
あ
り
が
た
さ
が
心
に
残
っ
て
い
る
。

二
十
三
年
十
月
三
日
、
親
戚
の
人
に
迎
え
ら
れ
生
ま
れ
故
郷

に
到
着
し
た
が
、
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。
自
分

の
辛
苦
を
超
越
し
て
励
ま
し
て
く
れ
た
戦
友
に
深
く
感
謝
し
、

終
生
変
わ
ら
ぬ
親
交
を
願
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
五
十
年
を
経
た
今
日
、
ど
ん
底
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
日

本
国
の
姿
は
、
先
輩
が
辛
い
苦
し
い
環
境
に
も
め
げ
ず
生
き
抜

い
た
努
力
が
、
今
日
の
日
本
文
化
や
経
済
を
成
長
さ
せ
た
原
動

力
と
な
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

数
十
万
の
友
よ
、
安
ら
か
に
眠
り
た
ま
え
。
戦
争
の
な
い
平

和
な
世
界
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
ま
な
い
も
の
で
あ
る
。

在
ソ
期
間
三
年
。

強
制
抑
留
の
思
い
出
　 神

奈
川
県
　
相
原
貞
雄
　 

大
正
十
年
四
月
二
十
日
、

下
曽
我
村
曽
我
原
で
生
ま
れ
る（
以

下
い
ず
れ
も
小
田
原
市
）

。
そ
の
後
、
国
府
津
町
に
転
居
、
大
震

災
で
高
田
別
堀
に
移
る
。
昭
和
四
年
、
千
代
尋
常
高
等
小
学
校

に
入
学
。
昭
和
六
年
六
月
、
下
府
中
村
鴨
宮
、
現
住
地
に
新
築

転
居
。
し
た
が
っ
て
下
府
中
小
学
校
に
転
校
。
昭
和
十
一
年
、

下
府
中
小
学
校
高
等
科
卒
業
。

昭
和
十
一
年
五
月
、
久
野
（
小
田
原
市
）
日
加
Ｋ
Ｋ
で
働
く
。

布
地
に
コ
ッ
ト
ン
粉
ゴ
ム
な
ど
を
塗
り
加
工
し
、

人
工
革
製
品
、

ゴ
ム
加
工
布
で
雨
が
っ
ぱ
の
製
造
を
す
る
工
場
で
あ
っ
た
。
当

時
は
主
と
し
て
海
軍
、
国
鉄
（
現
Ｊ
Ｒ
）
の
雨
が
っ
ぱ
を
加
工

仕
上
げ
し
、
納
品
し
て
い
た
。
織
機
も
あ
り
、
糸
か
ら
布
地
の




